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      ご あ い さ つ 

 
 
 

 平成２３年３月の東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故から１１年余

が経過しました。 

この間、国内外の多くの皆様から様々な御支援をいただいていることに対し、心か

ら感謝申し上げます。 

震災と原発事故からの復興に取り組む福島県では、避難指示区域が大幅に縮小し、

相馬福島道路の全線開通などインフラの整備が進展したほか、全国新酒鑑評会におけ

る金賞受賞数の９回連続日本一の達成や、本県のトップブランド米「福、笑い」の本

格デビューなど、これまで続けてきた挑戦が目に見える形となって現れてまいりまし

た。一方で、いまだ多くの方々が避難生活を続けておられるほか、避難地域の復興・

再生、廃炉と汚染水・処理水対策、風評と風化の問題、急激に進む人口減少、頻発す

る自然災害からの復旧、さらには新型コロナウイルス感染症への対応など、多くの困

難な課題を抱えております。 

 こうした中、被災した子どもたちを長期的、継続的に支援するため、国内外の皆様

からお寄せいただいた「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を活用し、保護者が死

亡したり行方不明となった児童（遺児・孤児）に対する支援に加えて、本県の子ども

たちが、様々な困難を乗り越え、心身ともに健やかに育つための施策に活用させてい

ただいております。 

本県に心を寄せてくださる全ての方々と力を合わせて、ふくしまの明るい未来を切

り拓いてまいりますので、今後とも御理解と御支援をお願いいたします。 

                                      
 
 令和４年９月 
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 福島県の発災当時の被害状況と現在 

平成２３年３月１１日 14:46に三陸沖を震源として発生した「平成２３年 東北地方太平

洋沖地震」（東日本大震災）は、マグニチュード 9.0を記録し、観測史上最大の地震でした。 

福島県では最大震度 6 強を記録し、激しい揺れとともに、広い範囲で大津波が押し寄せま

した。東京電力福島第一原子力発電所でも事故が発生し、未曾有の複合災害となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震や津波等により多くの尊い命が失われ、１０万棟近くの住家が全半壊しました。また、

原子力災害の影響で県土の１割を超える区域に避難指示等が発出され、多くの県民がふるさ

とを離れての生活を余儀なくされました。 

震災から１１年余が経過した今、公共土木施設の復旧や避難指示の解除が進むなど、本県

の復興は着実に進展しています。一方で、いまだに３万人近くの方々が避難生活を続けてお

られるほか、被災者の生活再建、根強く残る風評と風化の問題など、多くの課題を抱えてい

ます。 

 
 
 
 

復旧・復興事業の様子 
（大熊町大川原地区） 

第１期災害公営住宅 
第２期災害公営住宅 
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 「東日本大震災ふくしまこども寄附金」について 
 

東日本大震災では、多くの子どもたちが親を失いました。加えて、原子力災害により、住

み慣れた土地から長期間離れなければならない子どもたちも多く、様々な喪失体験によって、

心に大きな負担がかかっています。 

こうした中、福島県では、平成２３年８月から東日本大震災による震災孤児等への支援の

ための寄附口座「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を開設しています。 

これまで、国内外の皆様からあたたかいご寄附をお寄せいただき、多くの子どもたちが夢

に向かってはばたくことができました。これからも、子どもたちが震災前に抱いていたそれ

ぞれの夢をあきらめることなく、着実に前に進んでいくことができるよう、大切に有効に活

用させていただきたいと考えています。 
 
○ 寄附の状況（令和４年３月３１日現在） 

寄附件数  20,101件 寄附額 7,131,881,980円 

○ 被災孤児、遺児（令和 4年３月 3１日現在） 

・孤児：２４人（孤児：両親若しくは単親の場合、現に養育していた親が死亡又は行方不明

となった児童） 

・遺児：１８０人（遺児：両親のうちいずれかが死亡又は行方不明となった児童） 

出典：NEDO 

  

  全線復旧したＪＲ常磐線 開通した相馬福島道路 

福島水素エネルギー研究フィールド（浪江町）  福島ロボットテストフィールド（南相馬市） 
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 「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を活用した事業について 

 

１ 福島県東日本大震災子ども支援基金給付金 

福島県東日本大震災子ども支援基金条例を制定し、東日本大震災ふくしまこども寄附金

を基金に積み立て、東日本大震災により、保護者が死亡又は行方不明となった児童（孤児・

遺児）に対して、生活及び修学を支援するための給付金を給付する事業を実施しています。 
 

１ 対象者   東日本大震災により保護者が死亡し又は行方不明となった児童 

２ 給付期間  大学等卒業までの期間 

３ 給付金の種類及び金額 

（１）月額金 

   ア 未就学児童            月額（孤児：30,000円、遺児：20,000円） 

   イ 小・中学校に在籍する者      月額（孤児：40,000円、遺児：30,000円） 

   ウ 高等学校等に在籍する者      月額（孤児：50,000円、遺児：40,000円） 

   エ 大学及び専門学校等に在籍する者 月額（孤児：60,000円、遺児：50,000円） 

（２）一時金 

   ア 小学校入学時給付金      30,000円 

   イ 小学校卒業時給付金      50,000円 

   ウ 中学校卒業時給付金      100,000円 

   エ 高等学校卒業時給付金    300,000円 

４ 給付実績（令和 4年３月３１日現在） 

給付実人員 １９７人  総給付額  ６９７，６００，０００円 

 

２ 「ふくしまこども寄附金」による新たな支援について 

平成２４年１２月県議会において福島県東日本大震災子ども支援基金条例の改正が議決

され、震災孤児・遺児の支援に加えて、支援の対象を県内全域の子どもたちへと拡大し、

下記の５つの視点から新たな支援を行っています。 

〔新たな支援の５つの視点〕 
 

①  災害・避難等により不便を強いられている子どもへの支援 

  ② 子どもたちの将来につながる取組 

  ③ 子どもたち及び保護者が元気になる取組 

  ④ 子どもたちのふるさと福島への愛着心を醸成する取組 

 ⑤ 子どもたちの本県復興への参画  

次ページ以降で 

紹介します 
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１ 事業概要 

  未来を担う子どもたちが、ふるさと「ふくしま」において、復旧・復興に取り組んでい

る個人や団体に対して取材し、新聞としてまとめ、発信することにより、自分たちの住む

「ふくしま」の良さを知るとともに、将来の夢や希望を深く考える機会を設けました。 

２ 事業実施時期及び参加者数 

  実施時期：令和３年１０月３０日（土）、３１日（日）、１１月１４日（日） 

  参加者数：小学生３名、中学生３名、高校生６名、 

ＯＢ・ＯＧ５名、新聞発表会参観者 保護者３１名 

３ 事業実施による効果 

子どもたちに、復興に取り組む被災者と直接的に関わる

機会を提供し、自ら学び、考え、自分の言葉で発信する体

験をさせることで、改めて震災と向き合い、復興に向かっ

て踏みだそうとする自主性を支援することができました。 

また、子どもたちが作成した新聞を県内外の避難者の

方々や県内の各学校に配布することにより、復興に向かっ

て取り組む方々の姿や同年代の子どもたちの活躍を知ら

せるとともに、ふるさと「ふくしま」の現状や復興の取組

を認識したり、福島の未来を考えたりする機会を提供する

ことができました。 

４ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 生涯学習課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７４０４） 

１ 事業概要  

  震災と原発事故の記録や教訓を地域や世代を超えて継

承する施設として令和２年９月に開館した東日本大震

災・原子力災害伝承館を学習活動に活用するため、県内外

の小中学校及び高等学校の児童・生徒が学習活動で訪問す

る際の費用の補助等を行いました。 

２ 利用学校数 

  ２７１校（１７，１０５名） 

３ お問い合わせ先 

福島県文化スポーツ局 生涯学習課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７４０４） 

ジャーナリストスクール開催事業 

東日本大震災・原子力災害伝承館学習活動支援事業 
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アートで広げる子どもの未来プロジェクト 

ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業 

１ 事業概要 

  福島の未来を担う子どもたちに将来「新生ふく

しま」を推進する人材として活躍してもらうため、

県内の小中学校等に、県内外で活躍する福島県ゆ

かりのアーティストを講師に招き、多彩なアート

プログラムを体験できるワークショップを開催

しました。 

２ 事業実施回数及び総参加者数 

  実施回数：計２８回  総参加者数：４４０名 

３ 事業実施による効果 

  美術作家を講師として招き、交流しながら一緒に制作を楽しむこ

とで、いつもとは違う「つくる喜び」を体験し、子どもたちの創造

性を育むことができました。 

  「福島」をテーマとしたワークショップでは、子どもたちが身近

な自然や風景を学ぶきっかけにすることができました。 

４ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 文化振興課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７１５４） 

１ 事業概要  

  家庭や地域における、人と人とのかかわりの中で感じた思いや願いなどを十七音で表現

した作品を募り、子どもたちの豊かな心を育成するとともに、人と人との「絆」を強め、

家庭や地域の教育力の向上を図りました。 

２ 応募総数 

  ４２，９５３組（８５，９０６名） 

３ 事業実施による効果 

  親子で作品をつくるなど、人と人との「絆」を強め、家庭や地域の教育力の向上を図る

ことができました。 

また、県内外からふくしまへの想いや震災体験等を詠んだ作品を募集することで、震災

の記憶の継承と復興に向けた想いを共有する機会となりました。 

４ お問い合わせ先 

福島県教育庁 社会教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７９９） 
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１ 事業概要 

  中高校生を対象にしたビブリオバトル（お勧めの本を

紹介しあう書評合戦）福島県大会を通して、広く県民に

対し子どもの読書活動についての理解の促進のための

普及活動・啓発活動を実施しました。 

２ 事業実施時期及び参加者数   

県大会      令和３年１１月２０日（土） 中学生１７名、高校生５名 

観戦者１６２名 

  浜通り地区予選会 令和３年１０月 ２日（土） 高校生 ９名 観戦者８４名 

  中通り地区予選会 令和３年１０月 ９日（土） 高校生１９名 観戦者６１名 

  会津地区予選会  令和３年１０月１７日（日） 高校生 ７名 観戦者４６名 
３ 事業実施による効果 

ビブリオバトルを通じて中高校生の読書活動への関心が高まっただけでなく、情報発信

能力の育成・向上が図られました。  

４ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 社会教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７９９） 

１ 事業概要  

小中学生を対象に地元の農水産物を活用した料理コンテストを開催し、入賞したレシピ

を広く県民に発信することにより、子どもたちの食べる力の育成や地元の食材に対する理

解を深め、地場産物の活用率の向上につなげました。 

２ 応募点数 

  １７，６０２点（小学校６，６２０点、中学校１０，９８２点） 

３ 事業実施による効果 

食事作りを通して、日本食や地域の風土を理解し、ふるさとへの郷土心を育むことがで

きました。 

また、入賞作品のレシピを掲載したチラシを県内のスーパーの店頭や地場産物販売コー

ナー等に設置し、県民に広く情報を発信することで、家庭における食生活の改善や地場産

物の活用促進の一助となりました。 

４ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 健康教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８４０９） 

ふくしまからはじめよう。元気なふくしまっ子食環境整備事業 

ふくしまの未来をひらく読書の力 プロジェクト 
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未来へはばたけ！スカイスポーツ教室 

2020 東京オリンピック・パラリンピック関連復興推進事業 

１ 事業概要 

  ふくしまスポーツアンバサダーを務め、県民栄誉賞を受賞したエアロバティックパイロ

ットの室屋義秀氏を講師に迎え、「航空ものづくり体験」等、親子一緒に楽しむことができ

る体験型のスカイスポーツ教室を実施しました。 

２ 事業実施時期及び参加者数 

  実施時期：令和３年６月６日（日） 参加者数：１６８名 

３ 事業実施による効果 

  スカイスポーツという「福島ならでは」の種目を体験させることで、スポーツの楽しさ

を体感させ、将来の夢や希望を育むとともに、子どもたちに対し一層の地元の魅力発信に

寄与することができました。 

４ 問い合わせ先  

  福島県文化スポーツ局 スポーツ課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７９９５） 

 

 

 

  

 

 

１ 事業概要  

  オリンピック・パラリンピックの福島県での協議開催が無観客となったことから、「日本

女子ソフトボールリーグ決勝トーナメント」をオリンピック観戦の代替と位置付け、子ど

もたちに観戦招待を実施しました。 

２ 事業実施時期及び総参加者数 

  実施時期：令和３年１１月６日（土）、１１月７日（日） 

参加者数：３８１名（２日間合計） 

３ 事業実施による効果 

  競技観戦を通じて、子どもたちにスポーツの持つ力による元気と感動を届けることがで

きました。また、一流のアスリートのプレーを直接観戦することで、スポーツに対する興

味・関心の向上に繋がりました。 

４ お問い合わせ先 

 福島県文化スポーツ局 スポーツ課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７９９５） 
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JFA と連携した人材育成事業 

統合校魅力化発信強化事業 

１ 事業概要 

福島県立ふたば未来学園高等学校サッカー部へ指導者を派遣し指導にあたることで、JFA

アカデミー卒校生を始めとする、県内の有望選手の受け皿を創出し、ユース年代の育成環

境の整備を行いました。 

また、県内の子どもたちの健康増進やけが防止の取組を行うとともに、県内外のチーム

や学校、選手や指導者とサッカーを通じて交流を深めることで、県内の子どもたちの健全

育成と広い視野を持った人材の育成を図りました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県企画調整部 地域政策課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１１９） 

１ 事業概要  

  国内での国際交流と地域貢献を融合させた地域探究型学習を強化し、国際理解教育を深

めるプログラム研修の実施や、喜多方市の姉妹都市である米国オレゴン州のウィルソンビ

ル高校とのオンライン交流を実施することで、地域の魅力を発信する活動を行いました。 

２ 参加者数 

  高校生４３名 

３ 事業実施による効果 

  研修の実施により、英語への抵抗感が薄れ、英語でのコミュニケーション力やプレゼン

テーション力の育成を図ることができました。 

  また、ウィルソンビル高校との交流を通じて、英語で作成した喜多方市の魅力動画の発

信など、地域活性化に貢献するとともに、生徒の地域に対する愛着心を醸成することにつ

ながりました。 

４ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 県立高校改革室（ＴＥＬ：０２４－５２１－７８４３） 
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地域との協働による高等学校教育改革推進事業 

未来へはばたけ！イノベーション人材育成事業 

１ 事業概要  

  福島県立ふたば未来学園高等学校の高校生を対象に、海外研修の国内代替研修として、

県内にあるブリティッシュヒルズにおいて、英語で建設的に議論を進める方法や重要表現、

プレゼンテーションや質疑応答の仕方等の研修を実施しました。 

２ 事業実施時期及び参加者数 

  実施時期：令和４年１月５日（水）～１月７日（金） 

参加者数：高校生１２名 

３ 事業実施による効果 

  自分の探究内容を英語で発表し、質疑応答や聴衆との議論に応じることを通じて、一方

通行でない英語を体験し、今後の英語学習への動機付けとなりました。 

４ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 高校教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７３） 

１ 事業概要  

  イノベーション・コースト構想等の大規模プロジェクトを担うトップリーダー（理数系

の人材）を育成するため、次の３つの事業を実施しました。 

① 福島県算数・数学ジュニアオリンピック（算数・数学コンテスト） 

② 科学の甲子園ジュニア福島県大会（理科コンテスト） 

③ 未来を担うトップリーダー！先端技術体験 

２ 事業実施時期 

① 令和４年３月１４日（月）～３月２１日（月） 

② 令和３年８月１９日（木） 

③ 令和３年１２月１１日（土） 

３ 事業実施による効果 

  コンテストや大会を通じて、児童生徒の理数系科目への興味や関心を高めるとともに、

課題解決に向かうことの大切さや困難を乗り越える達成感等を味わうことができました。 

  また、先端技術体験をとおして、東日本大震災について理解を深め、福島県のために役

に立ちたいという意識を高めつつ、トップリーダーとしての意識を育むことができました。 

４ お問い合わせ先 

福島県教育庁 義務教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７６） 
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工業人材スキルアップ応援事業 

専門高校生による小中学生体験学習応援事業 

１ 事業概要  

  工業高校において実施されている、ロボット製作

を通じたものづくり教育について、地域企業や大学

等と連携し先進技術の指導を受けることで、課題解

決の力を身につけるとともに、知識・技術の高度化

とものづくりの意識向上を図りました。 

２ 事業実施による効果 

  先進的な素材や先端的な技術について学ぶことで、生徒の豊かな想像力とものづくり力

を育むことができました。 

また、ものづくりへの意欲向上が図られるとともに、連携した企業等への理解を深める

ことで、福島県の産業や復興を支える人材育成につながりました。 

３ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 高校教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７３） 

１ 事業概要  

  小中学生が専門高校を訪問し、取り組んでいる学習内容について体験しました。その際、

高校生が実技指導の講師を行い、児童生徒のキャリア教育の推進を図りました。 

２ 総参加者数 

小学生３９２名、中学生４６０名、高校生７８６名 

３ 事業実施による効果 

小学生にとっては、専門高校の学習活動への理解を深め、進学への意欲を高めることが

でき、高校生にとっては、自分たちが学んだことを十分に振り返る機会となりました。 

４ お問い合わせ先 

福島県教育庁 高校教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７３） 
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子どもの目を守る健診体制強化事業 

夢に向かってテクノチャレンジ事業 

子育て世代包括支援センター機能充実事業 

ふくしま保育環境向上支援事業 

１ 事業概要  

  震災から立ち上がり、自信と向上心をもって生きることができる生徒の育成を目指し、

特別支援学校高等部で取り組んでいる進路に関する学習について、すべての特別支援学校

の生徒が一堂に会して学習の成果を発表し、外部専門家からの客観的な評価を受ける機会

を設けて、生徒の自立と社会参加につながる知識や技術の向上を図りました。 

２ 事業実施時期及び総参加者数 

  実施時期：令和３年８月５日（木） 参加者数：３４４名（総入場者数） 

３ 事業実施による効果 

  外部の専門家から評価を受ける貴重な機会を得ることで、進路実現に向けての自信につ

ながりました。 

４ お問い合わせ先 

福島県教育庁 特別支援教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７８０） 

１ 事業概要  

  子どもの弱視を見逃さず、早期治療につなげるため、市町村が実施する３歳児健康診査

の視覚検査において屈折検査を導入するための支援を行いました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 子育て支援課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８２０５） 

１ 事業概要  

  県内の市町村が運営する、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を行う子育て世代

包括支援センターにおいて、全妊婦を対象に育児物品の配布や妊婦訪問等を通して、支援

が必要な家庭の早期把握・早期支援を行いました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 子育て支援課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８２０５） 

１ 事業概要  

  すべての子どもにふくしまならではの質の高い保育を提供するため、園舎・園庭の改修

やあそび道具の導入等の環境改善に取り組む保育所等に対し、支援を行いました。 

２ お問い合わせ先 

福島県こども未来局 子育て支援課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８２０５） 
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子どもを守ろう！見守りサポーター養成事業 

未来に進もう！こどもの夢応援事業 

児童養護施設等入所児童自立支援事業 

１ 事業概要  

  児童養護施設等を退所し、進学する子どもたちについて、生活を支援する生活給付金、

進学・新生活準備のための入学支度金、住居契約の更新等の臨時支出費用のための臨時給

付金を給付することで、経済面の安定を図り、自立のための支援を行いました。 

２ お問い合わせ先 

 福島県こども未来局 児童家庭課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８６６５） 

１ 事業概要  

  児童養護施設等に入所しており、就職のため退所することが見込まれる子どもたちにつ

いて、保護者等からの経済的援助が見込まれない場合に、就職する際に必要な普通自動車

運転免許取得の費用を補助し、子どもたちの自立のための支援を行いました。 

２ お問い合わせ先 

   福島県こども未来局 児童家庭課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８６６５） 

１ 事業概要  

  児童虐待の防止を目的に、CAP（Child Assault 

Prevention子どもへの暴力防止）プログラムを

活用して、県民に広く児童虐待防止のための教

育や啓発を行いました。 

２ 事業実施回数及び総参加者数 

  実施回数：計６２回（子ども向け１２回、 

大人向け５０回） 

参加者数：１，３１４名（子ども６７９名、大人６３５名） 

３ 事業実施による効果 

  子どもへの効果として、自分の権利について認識し、虐待等の危険な状況を回避するス

キルを身につけることができました。また、相談の大切さについて認識し、孤立化を防ぐ

ことにつながりました。 

  大人への効果としては、子どもの権利や大人の暴力等で傷つく子どもの心の状態を学ぶ

ことで、大人側の言動を振り返り、虐待を防ぐ意識を醸成する機会となりました。 

４ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 児童家庭課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８６６５） 
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こどもの将来応援事業 

地域で支える子育て推進事業 

１ 事業概要  

  子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることなく、健やかに育成され

るために実施されている各種支援について、子どもたちや保護者等が活用するきっかけと

するため、ガイドブック及びリーフレットを作成・配布しました。 

２ お問い合わせ先  

福島県こども未来局 こども・青少年政策課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１８７） 

１ 事業概要  

  地域の特性を活かした自主的な子育て支援や親支援の活動、子ども食堂の開設等を支援

し、地域全体で子育てを支援する機運の向上を図るため、市町村や民間団体の取り組みに

対して補助を行いました。 

２ お問い合わせ先 

福島県こども未来局 こども・青少年政策課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１８７） 

１ 事業概要 

  県内出身の将来世代の医療人材を安定的かつ着実

に増加させるため、小学生から高校生を対象に、実際

に医療の現場で働く看護職による授業や、一日看護等

体験、オンライン医療教室を開催することで、医療職

の魅力を伝える機会を創出しました。 

２ 総参加者数 

  対面授業      １，００４名（小学生２６８名、中学生４２９名、 

高校生３０７名） 

  一日看護等体験 １２６名（高校生１２６名） 

  オンライン教室 ８８名（小学生５３名、中学生３５名） 

３ 事業実施による効果 

  看護職が講師として児童・生徒に授業を行うことで、生命や性に関すること、キャリア

形成、看護の仕事等への理解を促すことができました。 

  また、動画コンテンツ等を活用した e ラーニング形式で小・中学生に医療職種の魅力を

情報発信し、医療職への興味・関心を高めてもらうことができました。 

４ 問い合わせ先 

  福島県保健福祉部 医療人材対策室 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７２２２） 

“医療の魅力”発信事業 

15



 
 

16 
 

給付金をお届けしている児童・生徒や保護者の方々から、寄附をくださった方へ寄せられ

たメッセージをご紹介します。

 寄附をくださった皆様へのメッセージ 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寄附をくださった皆様から福島の子どもたちへのメッセージ 

国内外の寄附者の方々から、福島の子どもたちへ、たくさんのメッセージを寄せていただ

いています。その中から、一部をご紹介します。 

○ 皆があたたかく見守っているのでたくさんの人達にたよって自分の楽しいと思う事をし

ていって下さい。皆、仲間です！！                   （埼玉県） 

○ 震災から10年。これまでのみなさんのがんばりは本当にすごい！すばらしいと思います。 

そしてこれからもみなさんにエールを送り続けたいと思います。      （岡山県） 

○ 私たちも福島に住んでいます。ぜひ、このお金を使ってください。いっしょによりよい福

島にしていきましょう。                        （福島県） 

○ 名古屋市に住んでいる小学３年生です。このお金は、500 円玉ちょきんしたものです。

食べ物を買うためやべんきょうにつかうえんぴつ、けしゴムを買うためなどにつかってく

ださい。                               （愛知県） 

○ 寄附のことは気にしないで、自分の好きな仕事・人生を選び、進んでもらえたら嬉しいで

す。後悔のない選択を。                        （東京都） 

○ 東日本大震災で被災された方々のことは、決して忘れません。特に子どもたちが希望をも

ってより良き将来を生きられるよう願っております。           （佐賀県） 

○ 夢を持って、歩んでいってください。                  （沖縄県） 

○ みなさんが実り多き人生を送れるよう、お祈りしております。        （海外）
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令和４年９月発行 

福島県 こども未来局 こども・青少年政策課 

〒960-8670 福島市杉妻町２番１６号 

   電話：０２４－５２１－７１９８ 

   E-mail:kodomoseisaku@pref.fukushima.lg.jp 

    福島県庁ホームページ  ふくしまこども寄附金  検索 


